
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
21

日
・
22
日
に
「
東
武
ホ
テ

ル
レ
バ
ン
ト
東
京
」
に
お

い
て
、
第
21
回
定
期
大
会

を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
か
ら
も
代
議
員
、
特
別

代
議
員
、
傍
聴
者
な
ど
20

名
が
出
席
し
た
。
大
会
は
、

中
濱
副
会
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
議
長
に
嶋
田
副
委

員
長
を
選
出
し
、
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

大
会
は
「
結
成
20
年
の

歩
み
と
成
果
を
糧
に
、
政

策
制
度
、
組
織
課
題
を
解

決
し
、
安
全
で
社
会
に
信

頼
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
を
築
こ
う
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
安
全

確
立
」
「
民
主
化
闘
争
完

遂
」
「
政
策
課
題
の
実
現
」

を
中
心
と
す
る
新
年
度
の

運
動
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
坪
井
会
長
は

挨
拶
で
、
「
Ｊ
Ｒ
の
代
表

産
別
と
し
て
、
堂
々
と
運

動
に
邁
進
し
て
い
る
が
、

一
方
、
国
鉄
改
革
か
ら
の

経
営
課
題
、
組
織
課
題
が

今
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
課
題
に
正
面
か

ら
立
ち
向
か
い
、
す
べ
て

の
Ｊ
Ｒ
労
働
者
を
代
表
す

る
産
別
労
働
組
合
と
し
て
、

安
心
と
信
頼
の
将
来
展
望

を
切
り
拓
く
た
め
に
、
組

織
を
あ
げ
て
運
動
の
前
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

20
周
年
と
い
う
節
目
と
な

る
本
大
会
を
新
た
な
出
発

（
た
び
だ
ち
）
の
機
会
と

し
た
い
」
な
ど
と
訴
え
、

運
動
方
針
の
各
重
要
課
題

に
つ
い
て
、
所
信
を
述
べ

た
。続

い
て
執
行
部
か
ら
の

提
案
を
受
け
て
、
代
議
員
・

特
別
代
議
員
・
女
性
特
別

代
議
員
の
計
10
名
か
ら
、

運
動
方
針
を
さ
ら
に
補
強

す
る
立
場
で
真
剣
な
発
言

が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

か
ら
も
浅
岡
代
議
員
が
政

策
・
春
闘
に
つ
い
て
発
言

し
、
討
論
に
参
加
し
た
。

そ
の
後
、
執
行
部
答
弁
、

井
口
事
務
局
長
の
総
括
答

弁
の
あ
と
、
全
議
案
が
満

場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
新

年
度
の
運
動
に
組
織
を
あ

げ
て
取
り
組
む
決
意
を
固

め
あ
っ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー

プ
労
組
の
新
規
加
入
組
合

と
し
て
、
本
年
３
月
に
結

成
さ
れ
た
徳
島
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
労
働
組
合
（
Ｔ
Ｔ

Ｂ
ユ
ニ
オ
ン
）
が
紹
介
さ

れ
た
。

政
策
に
つ
い
て

税
制
特
例
措
置
は
２
０

１
２
年
度
か
ら
５
年
間
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
発

足
25
年
と
い
う
節
目
を
向

か
え
、
経
済
・
政
治
状
況

等
、
継
続
が
非
常
に
厳
し

い
環
境
下
で
の
取
り
組
み

で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
重

要
政
策
課
題
と
し
て
Ｊ
Ｒ

連
合
が
取
り
組
ん
だ
、
多

岐
わ
た
る
政
策
要
請
行
動

の
結
果
、
ほ
ぼ
現
状
に
沿
っ

た
形
で
５
年
間
の
延
長
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
改
め

て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も

税
制
特
例
に
つ
い
て
は
常

に
時
限
措
置
で
あ
り
、
会

社
経
営
上
の
不
安
定
要
素

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
私

た
ち
の
労
働
環
境
に
も
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
に
は
こ
の
５

年
間
の
延
長
期
間
を
税
制

特
例
の
恒
久
化
へ
向
け
た

「
猶
予
期
間
」
と
位
置
付

け
て
い
た
だ
き
、
経
営
と

労
働
環
境
の
安
定
化
を
図

る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
、

将
来
を
見
据
え
た
産
業
政

策
の
実
現
に
向
け
て
具
体

的
な
項
目
を
検
討
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
四
架
橋
の
高

速
道
路
料
金
に
つ
い
て
も
、

国
土
交
通
省
は
全
国
共
通

料
金
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
の
導
入
に
向
け
て
、

平
成
24
年
度
末
に
結
論
を

得
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
政
策
課
題
に
対
し

て
も
併
せ
て
お
願
い
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
闘
に
つ
い
て

２
０
１
２
春
闘
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
連
合
・

Ｊ
Ｒ
連
合
が
掲
げ
る
目
標

達
成
に
向
け
、
「
統
一
ベ

ア
要
求
１
，
０
０
０
円
」

を
掲
げ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
と
く
に
「
必
達
目
標

賃
金
」
に
到
達
し
て
い
な

い
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
と
し
て

は
、
賃
上
げ
に
こ
だ
わ
り
、

粘
り
強
く
交
渉
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
ベ
ア
獲
得
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
総
合
生
活
改

善
闘
争
と
位
置
付
け
交
渉

を
強
化
し
た
結
果
、
定
期

昇
給
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

契
約
社
員
の
社
員
採
用
試

験
の
改
正
。
ま
た
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
に
お

い
て
も
、
定
昇
確
保
、
配

偶
者
出
産
休
暇
制
度
の
新

設
、
保
存
休
暇
制
度
の
使

用
範
囲
お
よ
び
累
積
日
数

の
拡
大
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
春

闘
と
し
て
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー

ス
等
を
利
用
し
情
報
交
換

を
密
に
し
て
取
り
組
ん
だ

結
果
、
定
昇
の
確
保
に
よ

り
賃
金
カ
ー
ブ
を
維
持
で

き
た
こ
と
は
Ｊ
Ｒ
連
合
の

一
員
と
し
て
一
定
の
成
果

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
２
０
１
３
春

季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ｒ
四
国
の
平
成
24
年
３

月
期
決
算
で
は
２
期
ぶ
り

の
黒
字
決
算
な
が
ら
、
２

期
連
続
の
経
常
赤
字
と
厳

し
い
経
営
環
境
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
経
営
環
境

の
中
で
、
非
常
に
厳
し
い

２
０
１
３
春
闘
の
闘
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、
賃
金
は

最
大
の
労
働
条
件
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
産
別
方
針
に
沿
っ

て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
各
社
の
体
力
に
大

き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
産
別
方
針
決
定
に
あ

た
っ
て
は
丁
寧
な
対
応
を

要
請
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
と
も
引

き
続
き
Ｊ
Ｒ
連
合
の
ご
指

導
と
ご
協
力
を
要
請
し
な

が
ら
、
四
国
を
代
表
し
て

の
発
言
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
と
し
て

新
年
度
の
方
針
を
総
意
で
決
定
！

Ｊ
Ｒ
連
合

第
21
回
定
期
大
会
開
催

浅 岡 代 議 員

浅
岡
代
議
員

発

言

要

旨

Ｊ
Ｒ
連
合
第
21
回
定

期
大
会
１
日
目
終
了
後
、

Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
20
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

た
。
式
典
で
は
、
安
全
・

組
織
・
政
策
・
グ
ル
ー

プ
の
４
本
柱
に
つ
い
て

各
単
組
か
ら
の
報
告
を

受
け
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
の
20
年
の
歩
み
を
振

り
返
っ
た
。
続
い
て
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
提
起
す
る
と
と
も

に
、
未
来
宣
言
を
読
み

上
げ
、
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

は
、
大
谷
執
行
委
員
が

政
策
の
取
組
み
に
つ
い

て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
用
し
な
が
ら
報
告
し
、

記
念
式
典
に
参
加
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
、

連
合
、
交
運
労
協
、
民

主
党
・
社
民
党
の
政
党

代
表
、
関
係
省
庁
、
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
を
は
じ
め
と
す
る
国

会
議
員
・
秘
書
、
産
別

代
表
、
友
誼
団
体
、
各

社
幹
部
、
地
方
議
員
団

連
絡
会
な
ど
２
３
０
名

を
超
え
る
来
賓
と
、
代

議
員
、
傍
聴
者
な
ど
約

３
０
０
名
が
参
集
し
、

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

四
国
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ

四
国
泉
社
長
を
は
じ
め

経
営
ト
ッ
プ
が
参
加
す

る
と
と
も
に
、
四
国
選

出
の
国
会
議
員
と
し
て
、

武
内
則
男
参
議
院
議
員
、

植
松
恵
美
子
参
議
議
員
、

高
井
美
穂
衆
議
院
議
員

が
駆
け
つ
け
、
順
次
連

帯
と
激
励
の
挨
拶
を
受

け
た
。

中 濱 副 会 長

ＴＴＢユニオン

Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
20
周
年

記
念
式
典
開
催

嶋 田 議 長

坪 井 会 長
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ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
！

多
度
津
運
転
区
分
会
は
、

５
月
26
日
、
組
合
員
の
健

康
と
親
睦
を
図
る
た
め
ハ

イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

日
差
し
は
強
い
も
の
の
新

緑
の
緑
も
色
濃
く
、
木
陰

を
通
る
風
も
涼
し
く
感
じ

ら
れ
る
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
、
町
並
み
や
山
々

の
緑
を
散
策
し
な
が
ら
目

的
地
の
桃
陵
公
園
を
目
指

し
ま
し
た
。
現
地
に
到
着

後
は
満
開
に
な
っ
た
藤
棚

の
下
で
休
憩
を
取
り
、
弁

当
や
、
冷
た
い
飲
み
物
で
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
憩
い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
組

織
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

須
田

幸
次

増
収
レ
ク
を
開
催
！

愛
媛
電
気
分
会
は
、
４

月
21
日
に
「
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
園
増
収
レ
ク
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
レ
ク
は
、
４
月

で
の
増
収
参
加
率
１
０
０

％
達
成
を
目
指
し
て
開
催

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
今
年
度

最
初
の
増
収
レ
ク
を
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

普
段
、
あ
ま
り
話
を
す

る
事
の
な
い
組
合
員
で
あ
っ

て
も
、
お
酒
と
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
と
愛
媛
電
気
分
会
が

持
つ
独
特
の
オ
ー
ラ
で
、

自
然
と
会
話
も
弾
み
組
合

員
同
士
の
親
睦
を
さ
ら
に

深
め
る
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
誰
も
が

親
し
み
を
持
て
る
団
結
力

の
あ
る
分
会
を
目
指
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
媛
電
気
分
会

戸
城

邦
博

増
収
レ
ク
を
開
催
！

高
知
運
転
所
分
会
で
は
、

４
月
22
日
～
26
日
に
か
け
、

香
南
市
夜
須
で
レ
ク
を
開

催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
５
日
間
で
の

べ
１
０
０
名
を
超
え
る
多

く
の
組
合
員
が
参
加
し
、

雄
大
な
太
平
洋
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
、
土
佐
の
海

の
幸
を
堪
能
し
つ
つ
、
う

ま
い
ビ
ー
ル
に
酔
い
し
れ
、

仲
間
同
士
の
会
話
も
お
お

い
に
弾
み
ま
し
た
。

今
回
も
幅
広
く
、
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
若
手
を
問
わ
ず

参
加
し
親
睦
を
深
め
る
と

と
も
に
、
日
頃
の
業
務
の

疲
れ
を
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
参
加
者
か
ら

は
、
早
く
も
次
を
待
ち
望

む
声
も
あ
り
、
今
後
の
活

動
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
分
会
組
織

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

高
知
運
転
所
分
会

前
田

明
宏

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

高

知

支

部

香

川

支

部

愛

媛

支

部

３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
本
部
青
年
女
性

会
議
主
催
の
「
第
６
回

支
部
対
抗
軟
式
野
球
大

会
」
は
、
５
月
31

日

（

木

）

、

高

松

市

の

「
レ
ク
ザ
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
」
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、
香
川
、
愛

媛
、
徳
島
、
高
知
支
部

の
４
チ
ー
ム
の
選
手
の

他
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
香
川
支
部
か
ら
約
10

名
の
組
合
員
が
手
伝
い

に
駆
け
つ
け
、
ま
た
審

判
員
に
は
、
我
々
の
仲

間
の
公
式
審
判
員
３
名

に
ジ
ャ
ッ
ジ
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
。

試
合
は
、
４
チ
ー
ム

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
行
わ
れ
、
時
折
、

時
速
１
３
４
キ
ロ
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
表
示

が
出
る
な
ど
、
プ
ロ
顔

負
け
の
プ
レ
ー
が
続
出

し
た
。

決
勝
戦
は
、
高
知
支

部
と
香
川
支
部
の
対
戦

と
な
り
、
熱
戦
の
末
、

高
知
支
部
チ
ー
ム
が
３

年
ぶ
り
の
栄
冠
を
勝
ち

取
っ
た
。

ま
た
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
終
了
後
に
本
部
青
女

チ
ー
ム
と
ホ
テ
ル
開
発

労
組
チ
ー
ム
に
よ
る
交

流
戦
を
行
う
な
ど
、
大

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

《
試
合
結
果
》

【
１
回
戦
】

高
知
４
―
０
徳
島

愛
媛
３
―
１
香
川

（
愛
媛
支
部
が
決
勝
進

出
を
辞
退
）

【
決
勝
戦
】

高
知
２
―
１
香
川

【
交
流
戦
】

本
部
青
女
１
対
１
ホ

テ
ル
開
発
労
組

高
知
支
部
チ
ー
ム
が
優
勝
！

第
６
回
支
部
対
抗
軟
式
野
球
大
会
開
催

５
月
19

日
高
松
市

「
義
山
荘
」
に
お
い
て
、

管
理
者
組
合
員
（
現
場

長
・
助
役
・
非
現
業
部

門
の
主
席
ク
ラ
ス
）
を

対
象
に
し
た
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル
「
特
設
コ
ー

ス
」
（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）

が
30
名
の
参
加
の
も
と

開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
中
濱
委
員

長
か
ら
「
管
理
者
組
合

員
に
期
待
す
る
」
と
題

し
、
組
合
が
抱
え
る
様
々

な
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
管
理
者
組
合
員

の
組
合
運
動
へ
の
参
画

意
識
向
上
の
必
要
性
に

つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
富
士
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
武
田
講

師

か

ら
の

特

別

講

演

「
管
理
者
組
合
員
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」
と
題

し
、
激
変
す
る
社
会
に

お
い
て
発
生
し
て
い
る

労
務
問
題
な
ど
の
事
例

が
報
告
さ
れ
、
民
主
的

労
働
運
動
の
必
要
性
や

職
場
に
お
け
る
管
理
者

組
合
員
の
重
要
性
等
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

ユ

ニ

オ

ン

ス

ク

ー

ル

開

催

！

本
部
青
年
女
性
会
議
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
は
５
月
７
日

（
月
）
、
徳
島
市
の
「
八

万
東
保
育
所
」
で
、
今
回

で
13
回
目
と
な
る
「
鉄
道

版
交
通
安
全
教
室
」
を
開

催
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
青
女
組
合
員
が
業

務
中
に
遭
遇
し
た
、
子
供

が
線
路
内
に
立
ち
入
っ
た

こ
と
に
よ
る
痛
ま
し
い
事

故
や
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
経
験

を
教
訓
に
「
子
供
が
列
車

に
跳
ね
ら
れ
た
事
故
」
で

は
な
く
「
自
分
達
の
仲
間

が
子
供
を
跳
ね
た
事
故
」

と
し
て
捉
え
、
こ
う
い
っ

た
事
故
を
一
件
で
も
減
ら

そ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、

平
成
15
年
か
ら
継
続
し
て

企
画
・
開
催
し
て
い
る
。

今
回
の
「
鉄
道
版
交
通

安
全
教
室
」
は
、
園
児
約

１
０
０
名
が
見
守
る
中
、

「
し
げ
ち
ゃ
ん
」
「
ひ
ろ

み
ち
ゃ
ん
」
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
列
車
」
が
登
場
す
る

人
形
劇
「
線
路
に
は
近
寄

ら
な
い
」
と
「
列
車
は
急

に
止
ま
ら
な
い
」
の
２
本

を
上
演
す
る
と
と
も
に
、

「
踏
切
の
渡
り
方
」
に
つ

い
て
の
実
演
で
は
、
興
味

津
々
、
楽
し
み
な
が
ら
正

し
い
渡
り
方
や
線
路
に
立

ち
入
ら
な
い
こ
と
等
を
学

ん
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委

員
会
メ
ン
バ
ー
も
、
子
供

達
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
一

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
鉄
道
の
使
命
で
あ

る
安
全
第
一
、
職
責
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
し
た

有
意
義
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
な
っ
た
。

第
11
回
本
部
執
行
委

員
会
は
、
７
月
９
日

（
月
）
第
31
回
定
期
大

会
の
前
段
の
11
時
00
分

よ
り
、
高
松
市
「
Ｊ
Ｒ

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高

松
」
の
会
場
内
で
開
催

し
、
前
回
の
執
行
委
員

会
以
降
の
経
過
報
告
等

を
行
っ
た
。

な
お
、
第
11
回
執
行

委
員
会
で
の
、
経
過
報

告
及
び
議
事
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

【
経
過
報
告
】

（
経
営
協
議
会
）

・
ダ
イ
ヤ
改
正

（
団
交
）

・
平
成
24
年
度
夏
季
手

当
・
夏
季
賞
与
（
Ｊ

Ｒ
四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

（
政
治
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員

団
会
議
第
21
回
総
会

（
組
織
）

・
出
向
組
合
員
対
話
集

会
（
徳
島
・
愛
媛
・

本
社
・
香
川
）

（
総
務
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
社
員
互
助

会
理
事
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
21
回
定
期
大
会

・
20
周
年
記
念
行
事

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事

会
【
議
事
】

・
平
成
24
年
度
夏
季
手

当
・
夏
季
賞
与
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

・
そ
の
他

第
11
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

子
供
達
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の
撲
滅
願
い

青
年
女
性
会
議
「
鉄
道
版
交
通
安
全
教
室
」
を
開
催


